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１． 都市づくりの推進体制の構築

（１）新しい公共の形成
複雑、多様化する市民ニーズに対応していくためには、行政だけではなく、市民との協働の

ほか、民間団体や民間企業の知恵を生かした、公民連携による都市づくりを進める「新しい公
共の形成」が必要です。

安心して暮らすことのできる地域社会を創り上げていくためには、市民・事業者・行政が、市
政への参加、相互の連携・協力、地域における課題解決力の向上といった共通認識を持って、
基本的なルールの下に自治を推進していくことが大切です。

（２）協働による都市づくりの推進
これまでの都市づくりは、行政が市民生活を支える道路や下水道等の都市基盤の整備を行い、

地域の住環境の向上等のきめ細やかな部分については、市民・事業者・行政が適切な役割分
担と相互の連携のもと、協働による都市づくりを行ってきました。

今後、少子高齢化や価値観・ライフスタイルの変化、多様化により、さらなる柔軟な都市づ
くりが必要とされます。これからの都市づくりは、本計画の目指す都市づくりの方向（将来都市
像等）を共有したうえで、市民・事業者・行政が各々できることを考え、それぞれの役割分担
のうえで連携した都市づくりを推進していくことが重要です。市民は自分たちの住むまち（地域）
をどのようにしたいのかを考え（防災に力を入れたい、住環境を向上させたい等）、その方向に
向けた自らができる取組を行う必要があります。事業者も本計画の都市づくりの方向性を共有
し、計画や事業等へ積極的に連携・協力する事が大切です。それぞれが様々な取組を行う事に
より、本市はより質の高い都市へとなります。

市民・事業者が都市づくりに関心を持つために、行政は市民・事業者が都市づくりへ参加や
連携できるきっかけづくりを行い、市民・事業者・行政でさらなる協働による都市づくりを推進
します。
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（３）市民・事業者・行政の役割
協働による都市づくりを推進するためには、市民・事業者・行政がそれぞれの役割を認識し、

都市づくりに取り組むことが重要になります。
なお、取組にあたっては、目指す都市づくりの方向性を理解し、まずは身近でできることを考

え、行動し、みんなで協働しながら進めることが求められます。

①市民の役割
市民は、一人ひとりが都市づくりの主体として、自分たちの住むまちを、本計画の目指す都

市づくりの方向（将来都市像等）に基づいて、自らできることを考え、自発的に進めていく役割
を担います。そのため、市民は、都市づくりの主役として、一人ひとりが都市のあり方や都市
づくりの方法について関心を持ち、さらに、積極的に都市づくりへ参加し、その活動を展開して
いくことが求められます。

②事業者の役割
事業者は、事業活動や経済活動を通じて、都市づくりに大きな影響を持っており、都市づくり

の活性化への貢献が期待されています。そのため、事業者は、地域社会を構成する一員として
本計画の目指す都市づくりの方向（将来都市像等）の理解を深め、市民や行政との連携・協力
のもと、計画や事業への協力、地域の公益的な活動に参加し、積極的に活動を行っていく役割
を担います。

③行政の役割
行政は、本計画の進行管理及び見直し、都市計画の決定や各事業の推進等、総合的かつ効

率的な都市づくりを着実に実施していく役割を担います。そのため、事業の推進に際し、市民・
事業者へ協力要請を行うとともに、市民・事業者が主体となって都市づくりに参加し、連携でき
るよう本計画の周知や継続的な情報提供、活動への支援等を行っていきます。

すぐにできる都市づくりへの参加
例：地域のイベントに参加する、地域で積極的に挨拶をする、ルールを守る、マナーの向上     等

（地域の活性化） （支え合いのあるまち） （安全・安心なまち）

将来都市像

事業者
目指す都市づくりの方向性の理解
計画や事業への協力
地域の公益的な活動への参加

行政
都市づくりに関心を持つ
積極的な都市づくりへの参加
周囲への活動の展開

協働による
都市づくり

協働による
都市づくり

連携連携

計画の進行管理及び見直し

計画の周知や継続的な情報提供


都市計画の決定や各事業の推進

市民・事業者の都市づくりへの
　　　　　　参加や連携への支援

市民

◆協働による都市づくりの推進イメージ◆
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２． 進行管理

（１）進行管理の実施方法
平成 20 年（2008 年）に改定した「ちがさき都市マスタープラン」では、計画の実現状況

の確認を行うため、「ちがさき都市マスタープラン確認委員会（都市計画審議会の小委員会）」
を設立し、計画の骨組みとなる「重点的に取り組む施策」と「市民と協働で取り組む戦略プラン」
について、市民の目線により進捗状況を確認してきました。しかしながら、都市づくりの進捗状
況を毎年市民の目線で確認できる等の成果はありましたが、長期間での成果を確認しづらい等
の側面もありました。また、平成 20 年（2008 年）からの計画体系の変化として、様々な都
市づくりに関する個別計画が策定され、それぞれの計画で進捗状況の確認が行われています。

これからの進行管理は、本計画で掲げている「将来都市像」に向けたまちの変化に主眼を置
きます。確認の方法としては、計画の中間年次である 5 年後を目安に、都市の動向を把握し、「将
来都市像」を実現するための「都市づくりの目標」に向かって、まちが変化しているかを確認し
ます。具体的な都市の動向の把握方法としては、茅ヶ崎市総合計画の進捗評価や市民意識調査
の結果を活用します。また、土地利用等のまちの変容については、都市計画基礎調査や各個別
計画の進捗結果等、複数の要素を用いて確認します。

確認した結果は、都市計画審議会等に報告し、その後の計画の見直し等についても検討し
ます。
（都市の動向を把握する指標については、参考資料編 180、181 ページを参照。）

◆指標の一覧◆

「将来都市像」を実現するための「都市づくりの目標」 都市の動向、まちの変容
を 把 握 す る 指 標

１. 地域や経済の活力が「茅ヶ崎」の魅力を育む都市づくり
～にぎわいを生み出すことでまちやひとが元気に～

茅
ヶ
崎
市
総
合
計
画
の
進
捗
評
価

市
民
意
識
調
査
の
結
果

都
市
計
画
基
礎
調
査
や

各
個
別
計
画
の
進
捗
結
果

２. 多様な個性と自然と文化が共生する都市づくり
～まちの資源に磨きをかけていくことで魅力ある都市空間に～

 ３. 安全・安心、快適、便利な市民生活が実現できる都市づくり
　　～日常生活に必要な都市機能を向上させ
　　　　　　　　　　　　　　質の高い暮らしができる住環境に～
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〈Plan（計画）〉
ちがさき都市マスタープラン

将来都市像、全体構想、地域別構想

〈Check（確認）〉
《進行管理》【おおむね5年毎】
●総合計画基本構想の指標や市民意識の調査を活用し、都市の動向を把握
●都市計画基礎調査や各個別計画等からまちの辺境を確認

▶確認結果は、都市計画審議会等へ報告

〈Action（改善）〉

〈Do（実行）〉
市民・事業者・行政が連携した都市づくりの推進

効
果
的
な
都
市
づ
く
り
の
実
行

本
計
画
の
見
直
し

●市民や事業者へホームページ等を用いて、結果を情報提供

●市民や事業者を交えて勉強会やワークショップ等を行い、これからの

　都市づくりを考える

●庁内で結果を共有し、施策・事業等の強化や改善を検討

●計画の見直し等の検討　　　　等

◆進行管理イメージ◆

（２）計画の見直し
本計画は、長期間にわたる計画であるため、今後の社会情勢の動向等に対応し、上位計画

等との整合を図りつつ、より市民のニーズを反映したものになるよう必要に応じて見直しを行
います。
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